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様式３ 

論  文  内  容  の  要  旨  

  〔   題     名   〕 ア ラ ン ・ レ ネ に お け る 空 間－そ の 記 号 学 的 諸 相  

学 位 申 請 者    西 岡  恒 男  

 アラン・レネ（Alain Resnais, 1922-）は、初期の諸作品とともに〈記憶〉の映画作家として知られるが、近年で

は〈幻想性〉や〈演劇性〉などのさまざまなテーマに取り組んでいる。彼がそれらのテーマを通して一貫して強調す

るのは、物語が展開される空間の存在感である。 

レネが空間を構成する方法は、時系列的に四つに分けることができる。一つ目は都市論的方法である。初期長編作

品では、戦争によって破壊された都市で物語が展開される。『二十四時間の情事』（1959）では、〈断片化されたモ

ンタージュ〉の技法が用いられて、広島という戦後に復興した都市それ自体が強調され、都市はひとりの〈登場人物〉

のごとく再構築される。そのとき、災厄を経た都市空間の存在感は登場人物に悪影響を及ぼす。それはレネなりの〈都

市論〉と言える。 

 次に幻想的な方法である。これには〈断片化されたモンタージュ〉を用いたものと、光と影の変化を用いたものが

ある。前者の場合、『去年マリエンバートで』（1968）や『ジュテーム、ジュテーム』（1968）といった作品では、

空間は〈断片化されたモンタージュ〉によってショットごとにランダムに変化する。その結果、空間は現実と非現実

が恣意的に繋がったパッチワーク状の構築物になる。そのとき主人公たちは、現実的な空間と想像的な空間とを往復

し、迷宮のような想像的空間の中ではとりわけ、オルフェウスの冥界下りさながら死んだ恋人を探し求め、愛の感情

を深めていく。しかしながら、登場人物は観客には可視的である背景の変化に気がつかず、空間の不安定さや不気味

さが彼／彼女の行動・感情に次第に影響を与え、ときには死に向かわせるのである。 

 第三に、『死に至る愛』（1984）以降になると〈断片化されたモンタージュ〉は使用されなくなる。今度は、ショ

ットごとに背景が変化するのではなく、俳優の連続的な演技や心理状態に合わせて周囲の光や影が変化するのである。

これもまた幻想的な空間構成の方法である。そこには光と影、青い光と赤い光という二極とその反復的提示がある。

登場人物たちはこの光と影の戯れには気がつかないが、光と影はやはり存在感をもち、彼らの行動・感情と結びつく。

つまり、強烈なスポットライトや赤い光、濃密な暗闇は物語の死の側面と密接な関係をもつ。またそれによって、彼

らはうまく行動できずに、亡霊的な様相を示すことになる。レネが関心をもつのは、ミュージカル映画やバンドデシ



ネにおけるような光や色彩の多様性である。結局、強烈な光に包まれるとき、あるいは光が消え背後に濃密な闇が忍

び寄るとき、男女は〈死に至る愛〉を交わすのである。 

 最後に、演劇的な空間構成の方法である。近年の演劇的作品においてレネは、戯曲を忠実に脚色するが、周囲の舞

台装置の細部には多彩な変化をつける。その舞台空間はまた、登場人物を閉じ込めてその感情を揺さぶる閉鎖的な空

間でもある。一方で舞台空間は、かつて書かれた戯曲を再賦活化する場であり、登場人部の演技に合わせた細部の変

化は観劇する観客に愉しみを与える。他方でそれは、登場人物が退出すれば輝きを失った空虚な空間にもなりうる。

結局レネは、俳優たちの見事な劇行為の周囲で、登場人物を閉じ込め孤独にさせる空虚な舞台空間の存在感を突出さ

せるのである。 

 以上の四つの方法を通して、レネ作品における空間は構成される。要するに、空間を構成する諸要素は作品内で二

極をもち反復的に提示され、それによって空間は、二極間を揺れ動く不安定な構造物となり、ついには前景化されて

存在感をもつに至る。そしてこの揺れ動きは、登場人物の行動や感情に対して、死を前にした逡巡や戸惑いといった

影響を及ぼす。さらに周囲のうごめく存在感は、前景にいる登場人物をくぎ付けにし、亡霊のように立ちすくませ、

不活発な状態にする。つまり、空間の前景化は、登場人物の不安定さ、居心地の悪さや不安感の描写と密接な関係を

もつ。これはレネ作品における根本的なテーマである。空間はそのとき、物語の中でもはや副次的なものではなく、

主人公の行動・感情に影響を与え、主人公と同じような地位を占めるに至る。 

 ところで空間論は、映画分析においてこれまでそれほど取り上げられてこなかった分野である。それは、文学分析

をモデルとした映画物語論において、とりわけ語りや語り手の問題に焦点があてられる中で、空間を副次的な分析対

象として十分に考慮しなかったからである。しかし、小説はもとより映画においても、空間は意味をなす。つまりレ

ネをはじめとする幾人かの映画作家（エイゼンシュテイン、小津安二郎など）は、観客に対して視覚を通してなんら

かの感情を喚起・経験させるために、登場人物を中心とした物語が展開される背後で、空間的な諸要素のネットワー

クを構成して、空間の前景化を行うのである。 

この空間の前景化を読み解く理論的な裏付けとして、映画記号学がひとつの鍵となる。1960 年代にクリスチャン・

メッツが創始した映画記号学からは多くの理論的支流が生まれたが、とくに 1980 年代以降に活躍する理論家たちは、

メッツの理論における空間論的観点の不十分さを認識していた。実際、初期の映画記号学で問題となった映画作家の

ひとりは、独特の映画技法を駆使して物語の流れを混乱させるレネであった。しかし、彼の作品には〈追う男／追わ

れる女〉というオルフェウス的主題が一貫して存在しており、そこに複雑さはない。むしろ、われわれを混乱させる

のは、空間の変化であると考えるべきである。このように、空間論的な映画記号学を通して見れば、レネ作品の評価

は従来とは異なったものになる。結局、われわれが探究すべきは、レネ作品から空間的な要素の数々を取り出し、あ

りうる諸システムの多様性を構築することにある。その意味では、レネ作品の再検討は、映画記号学の再検討を経由

することで可能になったと言える。 




